
　３月３日、吉島幼稚園のひな祭り兼お誕生会にお邪
魔して、年長組18人の子どもたちに協力してもらい「ひ
な祭り」の写真を撮らせてもらいました。
　子どもたちが手に持っているのは手作りのお雛様。
ひな祭りに向けて毎日一生懸命作ったそうです。子ど
もたちもお雛様もとってもかわいいですね。

ひな祭りで　ハイチーズ

◆主な内容
●地区交流センターがいよいよ
　　　　　　　　　　　動き出します
●定額給付金・
　　子育て応援特別手当を給付します

国民健康保険税（９期）
介護保険料（９期）
後期高齢者保険料（９期）
上下水道使用料（２月分）
口座振替日　３月30日㊊
納付期限　　３月31日㊋

３
月
の
町
税
等

…… 2

…… 6

川西町ホームページ　　http://www.town.kawanishi.yamagata.jp

町 人口の 18,018人（１）

男 8,778（４）　女9,240（△3）　世帯数 5,361（０）
※２月末現在の住民基本台帳人口（　）内は前月との比較

緑と愛と丘のあるまち Kawanishi town

町 報 3.152009No.1058



▲センター化に向け、各地区では様々な検討が行
われました

　

４
月
か
ら
各
地
区
公
民
館

が
「
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
」

に
切
り
替
わ
り
ま
す
。

　

各
地
区
で
は
交
流
セ
ン
タ

ー
の
管
理
運
営
を
行
う
経
営

母
体
や
愛
称
も
決
ま
り
、

着
々
と
準
備
が
整
っ
て
き
て

い
ま
す
。

　

今
回
は
「
地
域
づ
く
り
・

人
づ
く
り
の
拠
点
施
設
」
と

し
て
、
今
後
交
流
セ
ン
タ
ー

が
担
う
役
割
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　

本
町
は
全
国
的
な
傾
向
と
同
様

に
、
高
齢
化
、
少
子
化
に
よ
る
人

口
の
減
少
や
過
疎
化
が
急
激
に
進

行
し
て
い
ま
す
。
ま
た
個
々
の
価

値
観
の
多
様
化
に
よ
り
地
域
の
結

び
つ
き
が
希
薄
に
な
り
、
防
災
や

防
犯
に
対
す
る
不
安
も
抱
え
て
い

ま
す
。

　

今
後
、
小
中
学
校
と
幼
児
施
設

の
再
編
を
進
め
て
い
く
中
で
地
域

の
教
育
力
を
ど
の
よ
う
に
維
持
し

高
め
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
も
大

事
な
課
題
で
す
。

　

さ
ら
に
、
行
政
の
広
域
化
の
流

れ
は
避
け
ら
れ
な
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。

　

公
民
館
の
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー

へ
の
移
行
は
、
こ
の
よ
う
な
中
で

地
域
づ
く
り
と
人
づ
く
り
の
拠
点

と
な
る
た
め
に
行
う
も
の
で
す
。

６
．
住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

生
活
基
盤
、
生
活
の
範
囲
に
お

け
る
住
民
自
治
の
能
力
を
高
め

ると
と
ら
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
の
地
区
交
流
セ
ン
タ

ー
移
行
は
「
地
域
再
生
」
の
取
り

組
み
の
大
き
な
一
歩
と
な
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー

を
設
置
す
る
目
的
と
役
割
を

１
．
社
会
教
育
の
枠
を
越
え
、
地

域
の
総
合
力
を
結
集
し
地
域
再

生
を
図
る

２
．
地
区
経
営
母
体
が
中
心
と
な

っ
て
地
区
計
画
事
業
を
推
進
す

る
３
．
公
民
館
事
業
を
「
人
づ
く
り

と
生
涯
学
習
」
の
視
点
で
と
ら

え
な
お
し
、
継
続
す
る

４
．
地
域
資
源
を
活
用
し
た
産
業

や
地
域
振
興
に
取
り
組
み
、
地

域
で
支
援
し
て
い
く
態
勢
を
つ

く
る

５
．
住
民
に
よ
る
自
主
防
災
組
織

を
立
ち
上
げ
強
化
す
る

　

平
成
18
年
度
か
ら
地
区
ご
と
に

「
地
区
経
営
母
体
」（
地
域
づ
く
り

を
担
う
組
織
体
）
を
立
ち
上
げ
て

き
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
の
将
来

像
を
掲
げ
て
、
地
区
の
課
題
解
決

に
向
け
た
「
地
区
計
画
づ
く
り
」

を
進
め
、
昨
年
度
す
べ
て
の
地
区

で
計
画
が
で
き
ま
し
た
。

　

各
地
区
で
は
平
成
19
年
度
・
20

年
度
に
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
計
画
に

基
づ
き
、
地
域
の
課
題
解
決
に
向

け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し

た
。

　

今
年
度
は
、
地
区
交
流
セ
ン
タ

ー
の
管
理
運
営
を
担
う
新
た
な
経

営
母
体
を
立
ち
上
げ
る
た
め
に
地

区
社
会
教
育
振
興
会
と
地
区
内
の

団
体
の
統
合
に
つ
い
て
検
討
し
て

き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
次
の
よ
う

な
協
議
会
等
が
設
立
さ
れ
、
セ
ン

タ
ー
の
愛
称
も
決
定
し
ま
し
た
。

各地区交流センターの組織と愛称（各地区とも公募により決定）
地区 団　　　体　　　名 センター愛称 愛称の理由

小松 小松地区地域振興協議会 まんまる
地区センターが小松の中心部（まんなか）にあり、

地区の皆さんが気軽に集まることができるように

命名された。

大塚
大塚地区社会を明るくす

る協議会
治
じ

平
へい

館
かん

かつて大塚中学校があった場所は「治平跡」という

由緒あるところであり、地区民に親しまれているこ

とから「治平館」と命名された。

犬川 いぬかわ振興協議会 え ぐ べ
地区の皆さんがセンターに「えぐべ」と誘い合って、

より多くの人々が集まって交流できるようにと命

名された。

中郡 中郡地区社会教育振興会 み ず ほ
稲穂豊かにみずみずしくも稔る情景から「みずほ

郷」と称され、未来永却この地に住むすべての人々

が輝き、やすらぎの場となるように命名された。

玉庭
玉庭地区交流センター運

営委員会四方山館
四
よ

方
も

山
やま

館
かん

四方が山々に囲まれているこの場所で、いろんな

人が集まって楽しい四方山話ができるようにと命

名された。

東沢
東沢地区協働のまちづく

り推進会議
夢
ゆめ

里
り
「夢里」は以前から愛称として地区内でなじみ親し

まれているもので、「ギフチョウ」をモチーフにし

たマスコットもあることから命名された。

吉島
特定非営利法人きらりよ

しじまネットワーク
き ら り

キラキラと地域の人が輝いているイメージと、

NPO法人の名称として「きらり」が周囲に浸透し、

喜びや楽しさがある里という意味で命名された。

地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
が
い
よ
い
よ
動
き
出
し
ま
す

地域づくり・人づくりの
拠点として

町
を
取
り
巻
く
状
況

地
域
再
生
の

取
り
組
み
の
一
歩

セ
ン
タ
ー
化
に
向
け
た

準
備

地区交流センターが
いよいよ動き出します
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　▲
◀　地域資源を
　　地域づくりに

　

い
よ
い
よ
４
月
１
日
か
ら
各
地

区
公
民
館
が
新
た
に
「
地
区
交
流

セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。

　

各
地
区
で
は
、
地
区
内
の
団
体

を
統
合
し
、
新
年
度
か
ら
新
た
な

各
地
区
経
営
母
体
が
動
き
だ
そ
う

と
し
て
い
ま
す
。

　

団
体
の
統
合
の
進
め
方
は
各
地

区
で
違
い
ま
す
が
、
団
体
が
統
合

す
る
メ
リ
ッ
ト
は
次
の
よ
う
な
点

で
す
。

１
．
会
議
が
集
約
さ
れ
効
率
的
に

開
催
さ
れ
る
。

２
．
役
職
員
の
負
担
が
軽
減
す
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

３
．
会
計
が
一
本
化
し
、
地
区
の

予
算
が
よ
り
有
効
に
使
わ
れ
る

よ
う
に
な
る
。

　

地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組

み
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
こ
と
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

【
各
地
区
共
通
事
業
】

　

こ
れ
ま
で
各
地
区
公
民
館
が
実

施
し
て
き
た
事
業
は
継
続
し
て
取

り
組
ま
れ
ま
す
。

■
生
涯
学
習
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興
（
各
種
講
座
、
運
動
会
、

各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
収
穫
感

謝
祭
等
々
）

　

地
区
内
の
主
要
な
団
体
の

統
合
に
伴
い
、
団
体
の
名
称

が
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
統
合
す
る
団
体
の

役
割
や
機
能
は
、
新
た
な
経

営
母
体
が
引
き
継
ぎ
、
担
っ

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
地
域
福
祉
事
業
（
敬
老
会
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
）

■
青
少
年
、
子
育
て
支
援
（
子
育

て
活
動
、
子
ど
も
見
守
り
活
動
、

家
庭
教
育
講
座
等
）

■
環
境
整
備
・
保
全
活
動

■
後
継
者
育
成

■
防
犯
・
防
災
対
策
な
ど

【
地
区
独
自
事
業
】

　

地
域
の
自
然
や
資
源
、
文
化
や

伝
統
を
活
用
し
た
地
域
づ
く
り
事

業
が
各
地
区
独
自
に
実
施
さ
れ
ま

す
。

■
特
産
品
の
開
発
、
販
売
ル
ー
ト

の
開
拓

■
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
調
査

研
究

■
他
地
区
と
の
交
流
事
業
を
と
お

センター使用料は
地区の収入になります

　新たな交流センターを使用
する際の申し込み方法や利用
料金は変更ありません。これ
までどおり地区民の方々のサ
ークル活動や自治会での集会・
地域の会合等にご活用くださ
い。
　また、公民館使用料はこれ
まで町の収入になっていまし
たが、交流センター使用料は
地区の収入となります。今後
は交流センター使用料も地区
の活動費として有効に活用す
ることができます。

担
当町

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
課

ま
ち
づ
く
り
推
進
グ
ル
ー
プ

☎
42

－

６
６
１
３

　

今
後
各
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、

地
域
の
独
自
性
を
活
か
し
た
取
り

組
み
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
地

区
に
住
む
人
た
ち
が
自
分
た
ち
の

暮
ら
し
と
地
域
を
こ
れ
か
ら
ど
の

よ
う
に
つ
く
っ
て
い
く
か
を
話
し

合
い
、
実
践
し
て
い
く
活
動
の
拠

点
に
な
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

　

町
で
は
、
町
と
地
域
が
協
働
し

て
効
果
的
・
効
率
的
な
ま
ち
づ
く

り
を
し
て
い
け
る
よ
う
に
様
々
な

形
で
支
援
し
、
密
な
連
携
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。
そ
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
平
成
21
年
度
か
ら
、
地
域
づ

く
り
を
協
働
で
進
め
て
い
く
た
め

に
地
区
の
代
表
と
行
政
等
で
組
織

す
る
「
地
域
づ
く
り
協
議
会
」
を

つ
く
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
地
域

担
当
職
員
制
の
継
続
と
地
域
の
課

題
を
解
決
す
る
支
援
事
業
交
付
金

を
充
実
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が

ま
ち
づ
く
り
の
主
役
と
な
り
、
真

の
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
地
域
を

実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

　

地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
が
ユ
ニ
ー

ク
な
愛
称
と
共
に
皆
さ
ん
に
親
し

ま
れ
、
地
域
の
よ
り
ど
こ
ろ
、
活

動
の
拠
点
と
な
る
よ
う
、
町
民
の

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

し
た
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
確

立
な
ど

　

今
後
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ

ス
を
視
野
に
入
れ
た
新
た
な
取
り

組
み
の
展
開
も
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
展
開
に
よ
り

地
域
づ
く
り
・
人
づ
く
り
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。

地区計画事業＋生涯学習・社会教育事業

これからの課題に対応した地域づくり・人づくり

各地区共通の事業
主にこれまで各地区公民館で
　実施してきた事業

事業内容
■生涯学習･文化・スポーツの振興
（各種講座、運動会、各種スポーツ大会、収
穫感謝祭等）
■地域福祉事業
（敬老会、ボランティア活動、介護福祉事業等）
■青少年・子育て支援事業
（子育て活動、子ども見守り活動、家庭教育
講座等）
■環境整備、保全事業
■後継者育成事業
■防犯･防災対策事業
■産業や地域振興への取り組み
■各種団体との協働・連携事業　　等々

事業内容
■特産品の開発、販売ルートの開拓

■グリーンツーリズムの調査研究

■祭りをとおした世代間交流

■他地区との交流事業をとおした広域
ネットワークの確立

■歴史・観光マップの作成　等々

地区独自の事業
地区の自然や資源を活かした

　地区独自の地域づくり事業

　センター化検討委員長を務め
させていただき、行政指導では
なく委員の皆さんの意見を取り
入れ町に提言を行ってきました。
　どの地区の交流センターも素
晴らしい愛称がついたなと感じ
ています。愛称を考えるにあた
り地域の皆さんが交流センター
に大きな関心をもたれたのでは
ないでしょうか。
　当初は何かと忙しくなると思
われますが、各団体が統一され
ることで、今までよりも効率的な運営が行われていくも
のと期待します。
　今後は拠点となる交流センターを活用し、みんなが力を
合わせボランティア精神を持ってまちづくりを進めていく
ことが大事。地域の資源・魅力を再発見し、子どもたちに
も喜んでもらえるような事業をしていきたいですね。

　地区計画づくりに、それまで
あまり参加していなかった女性
も入り、これからの玉庭をみん
なで考える良いきっかけになり
ました。
　交流センター化により今まで
の無駄を省きつつ、横のつなが
りができたことで、全体として
地域の課題に向き合うことがで
きると思います。最初の一年間
は大変ですが、地域をより良く
するための「産みの苦しみ」と
割り切り、乗り越えていきましょう。地区の人の心の拠
り所、みんなに愛される交流センターになってもらいた
いです。
　交流センターになることで、地区民の役割は増えるか
もしれませんが、地区と行政が常に連携して、しっかり
した体制を作ってほしいものです。

　まちづくりが行政指導では町
民はついていきません。町民み
んなが参加していくことが大事
です。
　４月から交流センターとなり
ますが、急に変わるのではなく、
目標を持って徐々に変わってい
けばいいなと感じています。今
回の取り組みにより、地区の皆
さんが同じ目線でまちづくりに
取り組んでいくきっかけになればよい。「自分たちの地
区は自分たちでつくる」という気持ちで、あせらず一歩
ずつまちづくりを進めていきたいもの。
　私自身もみんなが楽しく活動に参加できるような企画
を探し、まちづくりを楽しんでいきたいと思います。

　地域では、催しや会合など「人
の寄り合い」が少なくなりつつ
ある中、交流センターができる
ことで、人が集まるきっかけが
増えると期待できます。
　交流センターとなっても、行
政がこれまで同様にサポートし、
地域間に差が生じないよう、行
政には窓口をしっかり開いても
らい、行政と交流センターが密
に連携を取れる関係を築いても
らいたい。
　交流センターでは世代を超えて老若男女が集まり、明
るい会話のあるまちにするため、産業も含めた様々な事
業を展開していければと思います。
　地区計画に沿って夢のあるよしじまを創っていきたい
ものです。

ボランティア精神でまちづくりをみんなに愛されるセンターに 目標をもって一歩ずつまちづくりを行政の連携とサポートを期待

嶋津　憲英　さん
（下小松）

阪本　美苗　さん
（玉　庭）

島貫　　明　さん
（上小松）

今野　善博　さん
（洲　島）

新
た
な
団
体
･
組
織
で

ス
タ
ー
ト

広
が
る
事
業
展
開

進
む
ま
ち
づ
く
り

地
区
民
に
親
し
ま
れ
る

「
よ
り
ど
こ
ろ
」
へ

各地区交流センターの具体的な取り組み

地区交流センターが
いよいよ動き出します

平成21年3月15日 町報 かわにし 45 町報 かわにし 平成21年3月15日



　町では、国の生活支援策や経済対策及び多子世帯の幼児教育期の子育て負担
に対する緊急措置を受け、町民の皆さんに「定額給付金」と「子育て応援特別
手当」を給付いたします。
　３月下旬に、皆さんのご家庭（世帯主）にお知らせと申請書を郵送します。
この給付金は、皆さん（世帯主等）からの申請がなければ給付することができ
ませんので、申請方法に従って申請書の提出をお願いいたします。
　給付金等は申請書類の審査手続き等を行った後、４月以降給付いたします。

【子育て応援特別手当】
１．給付対象者
平成21年２月１日（基準日）現在で、下記の給付対象となる子と同居する住民基本台帳に記録されて世帯
主及び外国人登録原票に記録・登録されている世帯主

２．給付対象となる子及び給付額
３歳以上18歳以下の子どもが２人以上いる世帯で、第２子以降の３歳から５歳の子ども一人に付き３６,０００円

３．申請手続き、給付等
　　定額給付金に準じて申請や給付を行いますので、役場からの通知をお待ちください。

定額給付金の給付をよそおった「振り込め詐欺」
や「個人情報の詐取」にご注意ください

●町の職員がＡＴＭ（銀行・コンビニなどの現金自動預払機）
の操作をお願いすることは、絶対にありません。

●町から「定額給付金」の給付のために、手数料などの振り
込みを求めることは絶対にありません。

●給付の申請書の送付前に、町が町民の皆さんの世帯構成
や銀行口座の番号などの個人情報を照会することは、
絶対にありません。
　ご自宅や職場などに不振な電話がかかってきた場合は、
町総務課（℡42-6610）または最寄りの警察署に
ご連絡ください。

◆定額給付金
　町総務課行政管理グループ
　℡42-6610
◆子育て応援特別手当　
　町健康福祉課福祉グループ
　℡42-6635

※申請内容等に不備があ
った場合、役場から申
請者の方への連絡は、
郵便（封書）にて行い
ます。

《問合せ先》

【定額給付金】
１．給付対象者
平成21年２月１日（基準日）現在で、住民基本台帳に記録されている人及び外国人登録原票に記録・登録
されている人

２．受給権者（申請できる人）
　　・住民基本台帳に記録されている人については、その人の属する世帯の世帯主 
　　・外国人登録原票に登録されている人（不法滞在者及び短期滞在の在留資格で在留する人を除く。）
３．給付額
　　給付対象者一人に付き１２,０００円。ただし18歳以下及び65歳以上の人は２０,０００円

４．申請、給付の方法
３月下旬に役場から各世帯に定額給付金の給付についてのお知らせや申請書をお送りします。
申請書に必要事項を記入するとともに、世帯主確認のための運転免許証などの写しや口座を確認するため
の通帳の写しを添付していただきます。なお、世帯主が事情により申請できない場合は代理申請等が認め
られます。お知らせに従って申請してください。

　　申請書の提出を受けてから事務処理を行い、世帯主名義の口座へ振り込みます。
　　　※口座の開設ができない等、特別な事情のある方はお問い合わせください。
５．給付日
　　申請受け付け後、１～２週間程度で口座振り込みをいたします。
　　各世帯には、交付決定通知書を郵送します。（その通知書で振込日をお知らせします。）
６．その他
　　申請しなければ受給できません。必ず申請書を提出してください。
　　申請できる期間は、給付申請の受付開始日（４月１日）から６か月間（９月30日まで）です。

「定額給付金」・「子育て応援特別手当」支給の流れ

申請期間「６か月以内」４/１～ ～９/30

基準日に18歳以下
20,000円

基準日に19歳～64歳
12,000円

基準日に65歳以上
20,000円

町

給付対象者にお知ら
せや申請書などを
郵送（３月下旬）

町民の皆さん

振込口座の通帳や免許
証のコピーなどを添え
て返送、申請（郵送）
(原則世帯主)

町

本人確認

支給決定
（指定口座へ振り込み）

町民の皆さん

給付金を受領

注意！

子育て応援特別手当（Ａさん、Ｂさんの場合）
▼Ａさん世帯 ▼Ｂさん世帯

世帯主（Ａさん） 世帯主（Ｂさん）世帯にいる子ども 世帯にいる子ども

生年月日が平成２年４月２日から
平成17年４月１日までの子ども

生年月日が平成２年４月２日から
平成17年４月１日までの子ども

生年月日が平成14年４月２日から
平成17年４月１日までの子ども

生年月日が平成14年４月２日から
平成17年４月１日までの子ども

生年月日が
平成17年４月２日
以後の子ども

手当の対象となる子ども 手当の対象となる子ども

Ａさんへの子育て応援特別手当 Ｂさんへの子育て応援特別手当3.6万円×2人＝7.2万円 3.6万円×1人＝3.6万円

4人目1人目 2人目 3人目 1人目 2人目

経済対策

子育て支援

「定額給付金」・
「子育て応援特別手当」を給付　します
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　町内全小学校の給食に本町特産の紅大豆を使用し
た紅大豆納豆が登場しました。
　これは以前から川西の紅大豆を使い、納豆や豆腐
などを加工販売する仁藤商店（仁藤斎社長・山形市）
が、「大豆の旨みがわかる紅大豆納豆を子どもたちに
食べさせたい」と、町内の全小学校に1,060食を無
料提供いただいたものです。
　写真は小松小学校５年１組での様子。子どもたち
は、紅大豆独特の甘みのある大粒の納豆をおいしそ
うに噛みしめていました。

　川西町営小松スキー場で行われたスキー大会の結
果をお知らせします。（小学生の部のみ・敬称略）

【大回転】
◇小学校３年男子 ◇小学校３年女子　
①佐　藤　俊　介（小松小） ①田　村　梨　紗（小松小）
◇小学校４年男子 ②昆　　　千　裕（犬川小）
①船　木　泰　平（小松小） ◇小学校４年女子
②加　藤　隼　人（小松小） ①伊　藤　　　萌（小松小）
③小　松　志千代（小松小） ②髙　橋　春　香（犬川小）
◇小学校５年男子 ③佐　藤　真　由（犬川小）
①髙　橋　孝一朗（犬川小） ◇小学校６年女子

◇小学校６年男子 ①大河原　綾　乃（犬川小）
①髙　橋　和　大（犬川小） ②金　子　明日美（小松小）
②髙　橋　和　希（犬川小） ③船　木　頌　子（小松小）
③嶋　貫　　　岬（犬川小）

【スノーボード：大回転】　
◇小学校男子の部（学年オープン）

①安　部　敦　志（小松小）
②伊　藤　文　哉（小松小）
③船　木　泰　平（小松小）

　羽前小松駅駅舎内の改装工事がＪＲ東日本により
行われ、このたび新たな待合スペースが設けられま
した。
　今回の改装工事では駅舎内の改札口と待合室に仕
切りが設けられ、冬期間でも列車を待つ方がより快
適に過ごせるようになっています。また、上がり畳
が設けられお年寄りや足腰が不自由な方にも利用し
やすいような設備が取り付けられました。

　映画『スウィングガールズ』を記念して始まった
東北学生音楽祭が、映画のラストシーンでもあるフ
レンドリープラザホールで行われ、たくさんの方が
演奏に酔いしれました。
　今回の音楽祭には映画で演奏指導を行った山口れ
おさん、フォークデュオ役で出演の米沢市出身の俳
優眞島秀和さんがゲスト出演。撮影中の秘話を面白
おかしく披露してくれました。
　本編の音楽祭には町内外からジャズや吹奏楽、コ
ーラスなど７団体が参加。最後は参加者全員で「風
になりたい」を演奏し、映画さながらの盛り上がり
をみせていました。

　吉島共育事業が吉島幼稚園で行われ、地区の親子
15組が手づくりのたこ作りを楽しみました。
　この事業は幼児期の子どもを家庭、幼稚園、地域
の三者が一体となって共に育むという目的で行われ
ているもの。
　参加した親子は、市販のたこにアニメのキャラク
ターや生物の蛸などを自由に絵描き完成。出来上が
ったたこは外に持ち出し、子どもたちが元気よく走
って高く揚げていました。

　㈲肉の斎藤さ
んが商品開発し
た、米沢牛のお
むすび「牛

ぎゅう

賜
たま

」
が、財団法人食
品産業センター
が主催する「平
成20年度優良
ふるさと食品コ
ンクール」にお
いて農林水産大

臣賞（国産畜水産品利用部門）を受賞しました。
　このコンクールは地域の農産物の利用やふるさと
食品の向上へ取り組む優良事例を表彰するもの。部
門は４部門に分かれています。
　「牛賜」は町の特産品である米沢牛と米をコンセ
プトに考えられたもので、昨秋行われた「やまがた
ふるさと食品コンクール」において最優秀賞を受賞。
県の推薦を受け今回出展し、見事受賞されました。
おめでとうございます。

　玉庭地区雪上レクリエーションが玉庭地区公民館
裏広場を会場に行われ、子どもから大人まで多くの
人が集まりました。
　今年は雪の量が少なく開催が危ぶまれていました
が、開催直前に連日雪が降り大きな雪の滑り台も完
成していました。
　行われたレクリエーションは雪の滑り台を使った
スライダーや雪上ゲートボール、部落対抗で行うか
んじきリレーなど雪を使ったもの。子どもから大人
まで冬のひと時を満喫していました。

　CO2削減に取り組む団体を表彰する「ストップ温暖化大
作戦～CO2削減『一村一品プロジェクト』」（環境省主催）が
２月14・15日に東京都品川区で行われ、山形県代表とし
て出場した置賜農高のプロジェクトチーム（３年生５名）
が審査員特別賞を受賞しました。
　このチームは県や食品加工業者などが設立した
MOTTAINAIプロジェクトに参加。ワインの搾りかすを家
畜のエサ（エコフィード）としてリサイクルする研究を行
ってきました。昨年10月の「エコ杯やまがた大賞」で最優
秀賞となり、それを受け県代表として出場したものです。
　残念ながら最優秀賞は逃したものの、審査委員特別賞
の地域循環環賞を受賞しました。おめでとうございます。

大粒でおいしい　紅大豆納豆
町内全小学校紅大豆納豆給食

３
５

楽しい　雪遊び
玉庭地区雪上レクリエーション

２
22

第54回　川西町民スキー大会
大会結果

２
８

CO2削減に貢献
置賜農高MOTTAINAIプロジェクトチームが

審査員特別賞を受賞

新たな待合スペースが完成
羽前小松駅駅舎内改装工事

３
11

た～こ　た～こ　あ～がれ～ !
吉島共育事業　たこ作り

２
28

みんな一緒にスウィングすっぺ
第５回『第20回東北学生音楽祭』

２
14

肉の斉藤さんの「牛賜」が

農林水産大臣賞を受賞！

まちのニュース街町まちのニュース街町
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◆
監
査
の
範
囲

（
１
）
平
成
19
年
度
に
執
行
さ
れ
た
、
公
の
施
設
の
管
理
、

会
計
処
理
等
に
関
す
る
事
務
及
び
関
連
す
る
事
務
事
業
の
執

行
状
況

（
２
）
指
定
管
理
者
の
選
定
方
法
及
び
協
定
書
の
締
結
内
容

◆
監
査
の
方
法

　

所
管
課
に
関
し
て
は
、
指
定
管
理
者
の
選
定
、
協
定
書
の

締
結
及
び
指
定
管
理
料
の
積
算
が
適
正
に
な
さ
れ
て
い
る
か

の
点
を
主
眼
と
し
、
指
定
管
理
者
に
関
し
て
は
、
協
定
書
及

び
仕
様
書
の
条
件
等
に
基
づ
き
業
務
が
執
行
さ
れ
て
い
る
か
、

会
計
処
理
等
は
適
正
に
な
さ
れ
て
い
る
か
の
点
を
主
眼
と
し
、

事
前
に
提
出
を
求
め
た
関
係
書
類
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、

指
定
管
理
者
の
管
理
す
る
施
設
に
出
向
き
、
各
種
申
請
書
類
、

会
計
書
類
等
の
確
認
を
行
な
う
と
と
も
に
、
関
係
者
か
ら
の

説
明
を
聴
取
し
監
査
を
執
行
し
た
。

【
事
前
提
出
書
類
】

　

指
定
管
理
者
の
選
定
理
由
等
／
基
本
協
定
書
、
年
度
協
定

書
及
び
業
務
仕
様
書
／
指
定
管
理
料
の
積
算
根
拠
／
指
定
管

理
者
の
組
織
図
／
指
定
管
理
者
の
事
業
計
画
書
／
指
定
管
理

者
の
事
業
報
告
書
／
指
定
管
理
料
を
除
く
町
費
の
支
出
状
況

／
利
用
料
金
ま
た
は
使
用
料
の
徴
収
及
び
減
免
の
状
況

◆
監
査
結
果

　

お
お
む
ね
良
好
と
認
め
ら
れ
た
。

　

な
お
、
こ
の
た
び
の
監
査
に
関
し
て
の
所
見
は
次
の
と
お

り
で
あ
る
。

（
１
）
指
定
管
理
者
の
選
定
方
法
に
つ
い
て

　

現
在
、
指
定
管
理
者
が
管
理
し
て
い
る
全
て
の
施
設
で
は
、

公
募
に
よ
ら
ず
に
指
定
管
理
者
が
選
定
さ
れ
て
い
る
。
施
設

に
よ
っ
て
は
公
募
に
よ
る
こ
と
が
そ
ぐ
わ
な
い
場
合
も
考
え

ら
れ
る
が
、
公
募
を
行
な
う
こ
と
に
よ
り
財
政
的
効
果
等
が

期
待
で
き
る
の
で
、
今
後
の
選
定
の
際
は
検
討
い
た
だ
き
た

い
。

（
２
）
経
営
努
力
が
収
益
に
反
映
す
る
措
置
に
つ
い
て

　

民
間
事
業
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
広
く
活
用
す
る
こ
と
も
指
定

管
理
者
制
度
の
導
入
目
的
で
あ
る
の
で
、
施
設
の
利
便
性
の

向
上
を
図
る
に
は
、
指
定
管
理
者
の
経
営
努
力
が
収
益
に
反

映
で
き
る
方
策
を
講
じ
る
こ
と
も
必
要
と
考
え
る
。

（
３
）
そ
の
他
留
意
す
べ
き
事
項

　

次
の
よ
う
な
事
例
が
あ
っ
た
の
で
、
今
後
の
執
行
に
あ
た

り
留
意
い
た
だ
き
た
い
。

①
修
繕
費
に
関
す
る
町
と
指
定
管
理
者
と
の
負
担
区
分
が
明

確
に
な
っ
て
い
な
い
等
の
不
備
が
見
受
け
ら
れ
る
基
本
協

定
書
が
あ
っ
た
の
で
、
協
定
内
容
の
見
直
し
が
必
要
と
考

え
る
。

②
基
本
協
定
書
で
規
定
さ
れ
て
い
る
事
業
計
画
書
の
提
出
及

び
確
認
が
行
な
わ
れ
て
い
な
い
施
設
が
あ
っ
た
の
で
、
協

定
書
等
に
基
づ
く
事
務
事
業
の
執
行
が
必
要
と
考
え
る
。

③
指
定
管
理
者
で
あ
る
団
体
の
決
算
に
お
い
て
、
次
年
度
繰

越
額
が
予
算
総
額
の
15
％
（
約
１
５
０
万
円
）
を
超
し
て

い
る
団
体
が
あ
っ
た
の
で
、
指
定
管
理
料
の
積
算
及
び
支

払
方
法
に
つ
い
て
検
討
が
必
要
と
考
え
る
。

④
公
民
館
の
使
用
料
減
免
申
請
書
が
提
出
さ
れ
て
い
な
い
ケ

ー
ス
が
多
々
見
受
け
ら
れ
た
の
で
、
現
行
の
減
免
手
続
き

に
つ
い
て
、
事
務
簡
素
化
の
視
点
で
見
直
す
こ
と
も
必
要

と
考
え
る
。

⑤
公
民
館
の
冷
暖
房
料
に
関
し
て
は
、
免
除
規
定
が
設
け
ら

れ
て
い
な
い
が
、
実
態
と
し
て
免
除
対
象
団
体
を
定
め
冷

暖
房
料
の
免
除
を
行
な
っ
て
い
る
の
で
、
規
定
と
実
態
の

整
合
性
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

◆
監
査
の
種
類

　

地
方
自
治
法
第
１
９
９
条
第
７
項
で
規
定
す
る
財
政
援
助

　

団
体
の
監
査

◆
監
査
委
員
の
氏
名

　

川
崎
初
太
郎
、
髙
橋　

忠

監査対象団体等
（所管課）

監査期日 管理施設
指定管理料
(平成19年度)

株式会社
ダリヤパークサービス
（産業振興課）

２月２日 浴浴センター 11,000,000円

財団法人
川西町体育振興公社

（協働のまちづくり課）
２月４日

町民総合体育館／ホッケー
競技場／多目的運動場／ク
ラブハウスＡＩＫ　他

40,000,000円

大塚地区社会教育振興会
（協働のまちづくり課）

２月６日
大塚地区公民館／大塚農村
公園／川西農業センター

8,440,500円

中郡地区社会教育振興会
（協働のまちづくり課）

２月６日
中郡地区公民館／中郡農村
公園／中郡農業研修セン
ター　他

8,480,500円

特定非営利活動法人
きらりよしじまネットワーク
（協働のまちづくり課）

２月４日
吉島地区公民館／吉島農村
公園／多目的研修センター
　他

8,483,500円

◆監査対象団体、監査期日、管理施設等◆

町立図書館・遅筆堂文庫

出演：坂井　真紀　辺見えみり　榎木　孝明　近藤　芳正
脚本：倉持　　裕（劇団ペンギンプルペイルパイルズ）

前川　知大（劇団イキウメ）
　2001年の旗揚げ公演からこれ
まで7回の公演を上演してきた劇
団ダンダンブエノ。その主宰者・
近藤芳正が「ソロ活動」をスタ
ート。
●「四十回のまばたき

　作：重松　　清」
●「春は馬車に乗って　作：横光　利一」
　この2本の原作をもとに俳優人がエチュード（即興芝居）
を繰り返す。それを観ながら脚本作りをしていく－、とい
う独自のスタイルで創り出す“究極のあて書き芝居”。ライブ
感覚でお楽しみいただきます。

　「納棺師－それは悲しいはずの
お別れを、やさしい愛情で満たし
てくれるひと。」生死や弔い、誰で
も経験していく普遍的なテーマを
笑いとユーモア、愛情いっぱいに
描いた山形が生んだ感動作！おく
りびと－。４月、桜の花が咲き始
める頃にお届けします。

◆前売券は下記でお求めいただけます。
各地区公民館／まどか／羽前小松
駅／パリドール・サノ／マルシメ書店／川西町社会福祉
協議会／フレンドリープラザ

　今年の編集講座は題して
「文章綴り方教室」。事前に
提出していただいた文章を
“講師が添削・ご指導いた
だく”という年に一度の編
集講座です。
　テーマは ①家族　②学
校時代　③夢 の３点からお選びください。字数は600～
800字。詳しい内容は電話で問い合わせください。

各種公演の開場は30分前となります。

チケット好評発売中！よいお席はお早めに♪

開館時間
火曜日から土曜日
10：00～20：00

日曜日・祝日
10：00～19：00
■は休館日

　廃工場に立てこもり、学校、PTA、警察、大人たち
への叛乱を起こした中学１年生。子どもたちだけの世
界をつくろうと、鍋、コンロ、醤油、砂糖などを持ち
込み立てこもる。この作品は20年前に映画化され、ヒ
ロインは14歳の宮沢りえ。彼女と同年代の中学生はあ
たかも自分も一員になったかのように心を熱くして読
んだシリーズ。新装丁で今どきの中学生にも！

　林家三平の現役時代のまま残されてい
た多くの直筆ネタ帳から昭和が愛した笑
い、時代を超えた「芸の力」を伝えるネ
タ集。二代目三平襲名に先がけての出版
です。

こどもの本
『ぼくらの７日間戦争』

宗田　理　著　　ポプラ社　刊

『林家三平傑作集』
　　　　　   ねぎし三平堂編　　毎日新聞社　刊

おとなの本

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30

《映画のあのシーンを本で見てみよう展》

４月11日㈯　10：30～11：00
　おはなしの部屋　絵本の読み聞かせと紙芝居

新着図書から

５
20水

４
11土

３
21土

劇団バンダラコンチャ
ソロアルバム公演『相思相愛』

第81回米アカデミー賞「外国語映画賞」受賞作品

映画『おくりびと』上映会

第14回遅筆堂文庫「編集講座」
実践 ～綴り方教室～

  【上映時間】①13：30～　②19：00～　
【入 場 料】前売券1,000円（小学生以上）

当日券1,200円

  【時　間】13：30～15：30　
【参加費】1,000円（当日受付時にお支払いください。）
【定　員】先着30名（電話でお申し込みください。）
　　　　　※聴講のみも可能です。
【講　師】こまつ座「The座」編集長　小田豊二 氏

  【時　間】開演　19：00　
【入場料】一般4,000円　会員3,500円

高校生以下1,500円
全席指定　当日500円増

FRIENDLY PLAZA
フレンドリー
プラザ
フレンドリー
プラザ

☎46－3311　FAX46－3313
E-mail :fr iendlyplaza@town.kawanishi.yamagata.jp

情報
掲示板
情報
掲示板

チ ケ ッ ト
申込･問合せ先

●４月の企画展示

●４月のおはなし会

●４月の休館日

◆◇◆◇ プラザ映画劇場 ◇◆◇◆   
平
成
20
年
度
指
定
管
理
者

　
　
　
　
　 

監
査
結
果
報
告

平成21年3月15日 町報 かわにし 1011 町報 かわにし 平成21年3月15日



★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★

★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★

★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
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★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

　

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
、
親
密
な
関

係
に
あ
る
人
か
ら
「
暴
力
」
と
い

う
被
害
を
受
け
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

そ
れ
は
正
に
、
Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス

テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
で

す
。

　

「
暴
力
」
に
よ
っ
て
精
神
的
に

追
い
詰
め
ら
れ
て
い
る
、
苦
し
ん

で
い
る
方
は
早
め
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
解
決
の
糸
口
が
あ
る
は
ず

で
す
。

▼
相
談
窓
口
：
最
寄
の
警
察
署

置
賜
総
合
支
庁
内
「
地
域
Ｄ
Ｖ

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」
☎
26

－

６
０
３
０

町
健
康
福
祉
課
福
祉
グ
ル
ー
プ

☎
42

－

６
６
３
５

　

冬
期
間
水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針

を
休
止
し
て
い
ま
し
た
が
、
４
月

15
日
よ
り
メ
ー
タ
ー
検
針
を
再
開

し
ま
す
。

　

各
ご
家
庭
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

雪
囲
い
や
屋
根
か
ら
の
落
雪
等
、

メ
ー
タ
ー
検
針
の
支
障
と
な
ら
な

い
よ
う
ご
配
慮
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

問
町
地
域
整
備
課
上
水
道
グ
ル
ー

プ
☎
42

－

６
６
５
３

　

町
民
の
皆
さ
ん
に
安
全
で
良
質

な
水
道
水
を
ご
利
用
い
た
だ
く
た

め
、
水
道
法
に
基
づ
き
川
西
町
が

実
施
す
る
水
道
水
の
検
査
場
所
、

項
目
、
回
数
な
ど
を
定
め
た
、
平

成
21
年
度
水
質
検
査
計
画
を
公
表

い
た
し
ま
す
。

　

閲
覧
は
町
地
域
整
備
課
上
水
道

グ
ル
ー
プ
窓
口
に
て
受
け
付
け
ま

す
。

問
町
地
域
整
備
課
上
水
道
グ
ル
ー

プ
☎
42

－

６
６
５
３

　町では、生活環境整備の一環として、し尿と生活排水を
一緒に処理できる合併処理浄化槽を設置される方に補助制
度を設けています。
　合併処理浄化槽を設置する方は、ぜひ補助金をご活用く
ださい。
●補助基数：42基
●補助の条件：
①住宅（併用住宅を含む）に合併処理浄化槽を設置される方
②合併処理浄化槽の処理対象人員が５人槽、６～７人
槽、８～10人槽のもの

③BODの除去率が90％以上で、放流水のBOD20㎎／ℓ
以下の浄化槽で国庫補助指針に適合し、全国合併処
理浄化槽普及促進町村協議会に登録した浄化槽であ
るもの

④対象地域は、町下水道認可区域、農業集落排水施設処
理区域を除く地域

●補助金の限度額
　①５人槽：225,000円　②６～７人槽：261,000円
　③８～10人槽：333,000円
※合併処理浄化槽の人槽については、申し込み後の変更は
できませんので、事前に設備業者等と十分な打ち合わせ
を行ってから申し込んでください。
●受付期間：４月１日㈬～４月15日㈬（土・日曜日及び

祝祭日を除く）
※受付期間内に補助基数に達しない場合は、随時受け付
け致します。（10月末まで）

●申込条件：平成21年４月から12月までに工事着工及び
完成予定の方（家屋新築の場合は家屋完成
も含みます。）

●申 込 書：町地域整備課下水道グループに準備しています。
●そ の 他：受付期間終了後、申込者への事業説明会を予

定しています。

問合せ先：町地域整備課下水道グループ　☎42－6657

　

本
町
で
は
、
平
成
18
年
２
月
に
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０

０
１
（
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
）
の
認
証

を
取
得
し
、
地
球
環
境
の
改
善
に
む
け
た
事
務
事

業
を
行
い
、
良
質
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
協

働
に
よ
る
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

に
努
め
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
、
更
新
に
あ
た
り
、
さ
ら
に
町
民
の
皆

さ
ん
の
理
解
と
協
力
を
い
た
だ
け
る
よ
う
、
環
境

方
針
を
分
か
り
や
す
く
す
る
な
ど
、
見
直
し
改
善

を
行
い
な
が
ら
継
続
的
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

審
査
を
受
け
た
結
果
、
認
証
を
更
新
す
る
こ
と
が
で
き
、
平
成
23
年
２
月

21
日
ま
で
継
続
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
引
き
続
き
、
環
境
保
全

活
動
に
全
職
員
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問合せ先：町協働のまちづくり課生涯スポーツグループ　☎42－6668

　

Ｊ
１
昇
格
を
果
た
し
た
モ
ン
テ
デ
ィ
オ

山
形
を
応
援
す
る
た
め
、
町
で
は
２
月

１
日
か
ら
「
川
西
町
モ
ン
テ
デ
ィ

オ
山
形
応
援
募
金
運
動
」
を
実
施

し
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
善
意
の
募

金
を
呼
び
掛
け
て
き
ま
し
た
。

　

Ｊ
１
開
幕
前
の
３
月
３
日
、
山
形
県

総
合
運
動
公
園
総
合
体
育
館
内
で
、
モ
ン
テ

デ
ィ
オ
山
形
を
運
営
す
る
㈳
山
形
県
ス
ポ
ー
ツ
振
興

21
世
紀
協
会
の
海
保
宣
生
理
事
長
に
、
髙
橋
副
町
長
よ
り
皆
さ
ん
か

ら
い
た
だ
い
た
募
金
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
海
保
理
事
長
は
「
貴
重
な

募
金
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
が
県
民
の

皆
様
の
期
待
に
添
え
る
よ
う
、
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
」
と
お
礼
と
と

も
に
Ｊ
１
に
懸
け
る
決
意
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

募
金
を
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
募
金
額
：
44
万
１
０
０
０
円
（
２
月
１
日
〜
28
日
分
）

　

な
お
、
町
で
は
モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
応
援
募
金
運
動

を
シ
ー
ズ
ン
最
終
戦
ま
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
町
民
の

皆
さ
ん
の
あ
た
た
か
い
善
意
の
募
金
を
、
引
き
続
き
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○
募
金
内
容
：
募
金
額
は
自
由
で
す
。
１
０
０
０
円
以

上
募
金
さ
れ
た
方
に
は
、
チ
ー
ム
グ
ッ
ズ
の
リ
ボ
ン
マ

グ
ネ
ッ
ト
シ
ー
ル
を
進
呈
し
ま
す
。

○
募
金
箱
設
置
場
所
・
時
間

①
川
西
町
役
場
窓
口
カ
ウ
ン
タ
ー

　
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
㈪
〜
㈮

②
町
民
総
合
体
育
館
：

　
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
９
時
㈫
〜
㈰

③
フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ
：
午
前
８
時
30
分
〜

　
　

午
後
５
時
㈫
〜
㈰

④
浴
浴
セ
ン
タ
ー
ま
ど
か
：

　
　

午
前
７
時
〜
午
後
10
時

　
　

定
休
日
以
外
毎
日

問合せ先：町住民生活課住民生活グループ
☎42－6615

　３月の異動時期は窓口が混雑し、来庁された皆さ
んにご迷惑をおかけしております。
　この混雑を緩和するため、休日における届出を受
け付け、次のとおり窓口業務の一部を行います。
　なお、業務の内容により受け付けできないものが
ありますので、事前にお問い合わせください。

実施日時
３月29日㈰　午前８時30分～正午

窓口で受け付けするもの
◎住民票･戸籍･戸籍附票の交付及び各種戸
籍届（出生･死亡･婚姻等）
◎住民異動関係（転
入･転出･転居･世
帯主変更･国保･国
民年金資格等）
◎印鑑登録・
　印鑑証明
◎税証明

出入口は通常どおり正面玄関をご利用ください。

まちから
　　 お知らせ

の
Ｄ
Ｖ
に
悩
ん
だ
ら
す
ぐ
相
談
を
！

水
質
検
査
計
画
を
公
表
し
ま
す

水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
を
再

開
し
ま
す

環境マネジメントシステム認証を更新

モンテディオ山形を応援しよう！

平成21年度「合併処理浄化槽設置補助金」の
申し込みを受け付けます 窓口業務を行います

（休日開庁）

３月29日㈰

（登録証）
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21
年
度
分
の
軽
自
動
車
税
納

税
通
知
書
は
４
月
15
日
㈬
に
発

送
し
ま
す
。

　

納
期
限
は
、４
月
30
日
㈭
で

す
。

　　

軽
自
動
車
税
は
、毎
年
４
月

１
日
現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ

れ
ま
す
。
４
月
２
日
以
降
に
廃

車
や
名
義
変
更
の
手
続
き
を
さ

れ
て
も
、そ
の
年
度
分
の
軽
自

動
車
税
は
課
税
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

毎
年
、名
義
が
亡
く
な
ら
れ

た
方
の
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
軽

自
動
車
等
が
多
く
見
受
け
ら
れ

ま
す
。
３
月
中
に
廃
車
ま
た
は

名
義
変
更
の
手
続
き
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
軽
自
動
車
税
の

　
　
　
　
減
免
に
つ
い
て

　

身
体
や
精
神
に
障
が
い
の
あ

る
方（
以
下「
身
障
者
等
」）が
所

有
す
る（
18
歳
未
満
の
身
障
者

等
の
家
族
が
所
有
す
る
場
合
も

含
む
）軽
自
動
車
等
で
、一
定
の

要
件
に
当
て
は
ま
る
も
の
は
、

申
請
に
よ
り
軽
自
動
車
税
の
減

免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

申
請
期
限
／
４
月
23
日
㈭

泫
減
免
で
き
る
台
数
は
、普
通

車
も
含
め
て
１
人
１
台
の
み
で

す
。

※
障
が
い
の
程
度
に
よ
り
該
当

し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、身
障
者
等
の
た
め
の
構
造

と
な
っ
て
い
る
車
両
に
つ
い
て

も
減
免
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、事
前
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

町
税
務
収
納
課
町
税
グ
ル
ー
プ　

☎
42

－

６
６
２
２

問
合
せ
先　

町
健
康
福
祉
課
保
健
グ
ル
ー

プ
☎
42

－

６
６
４
０

問
合
せ
先
：
町
住
民
生
活
課
戸
籍
住
民
グ
ル
ー
プ
☎
42

－

６
６
１
５

　
　
　
　
　

米
沢
社
会
保
険
事
務
所　

☎
22

－

４
２
２
０

国
民
年
金
の「
学
生
納
付
特
例
制
度
」の
申
請
手
続
き
に
つ
い
て

　

平
成
20
年
度
に
お
い
て
学
生
納
付
特
例
制
度
に
よ
り
、
保
険
料
納
付
を
猶
予
さ
れ
て
い
る
方
で
、
引
き
続

き
平
成
21
年
度
も
同
じ
学
校
に
在
学
さ
れ
る
方
は
、
ハ
ガ
キ
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
記
入
の
上
返
送
し
て

く
だ
さ
い
。

申
請
書
（
ハ
ガ
キ
形
式
）
が
送
付
さ
れ
ま
す

　

３
月
下
旬
に
社
会
保
険
庁
か
ら
該
当
す
る
被
保
険
者
に
対
し
て
、
申
請
書
（
ハ
ガ
キ
形
式
）
が
送
付
さ
れ

ま
す
。
20
年
度
と
同
じ
学
校
に
在
学
さ
れ
る
方
は
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ

で
、
21
年
度
（
平
成
21
年
４
月
〜
平
成
22
年
３
月
）
の
学
生
納
付
特
例
申
請
の
手
続
き
は
終
了
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
在
学
さ
れ
る
学
校
等
に
変
更
の
あ
る
方
な
ど
は
、
改
め
て
在
学
の
事
実
等
に
つ
い
て
確
認
す
る

必
要
が
あ
る
た
め
、
こ
の
申
請
書
で
申
請
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
役
場
ま
た
は
社
会
保
険
事
務
所

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
平
成
21
年
２
月
以
降
に
手
続
き
を
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、
ハ
ガ
キ
形
式
の

申
請
書
が
送
付
さ
れ
な
い
の
で
町
住
民
生
活
課
で
手
続
き
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
在
学
証
明
書
ま

た
は
学
生
証
の
写
し
、
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

学
生
納
付
特
例
制
度
と
は
…

　

前
年
の
所
得
が
一
定
の
基
準
額
以
下
の
学
生
の
方
が
、
将
来
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
こ

と
や
、
不
慮
の
事
故
等
に
よ
り
障
が
い
が
残
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
に
、
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
、
ご
本
人
の
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

（
年
度
ご
と
に
申
請
が
必
要
で
す
。）

●
対
象
と
な
る
学
生

大
学
（
大
学
院
）、
短
大
、
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
及
び
各
種
学
校
に
在
学
す
る
20
歳

以
上
の
学
生
で
、
学
生
本
人
の
前
年
の
所
得
が
一
定
の
基
準
額
以
下
で
あ
る
こ
と
。

●
申
請
を
し
て
承
認
さ
れ
た
場
合

①
学
生
納
付
特
例
期
間
中
に
万
一
の
事
故
や
病
気
で
障
が
い
が
残
っ
た
時
で
も
、
一
定
の
要
件
を
満
た
し

て
い
れ
ば
「
障
害
基
礎
年
金
」
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

②
学
生
納
付
特
例
期
間
は
将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間
に
は
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年

金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。
な
お
、
学
生
納
付
特
例
期
間
に
つ
い
て
は
、
保
険
料
を
10
年
前
に
さ
か

の
ぼ
っ
て
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
追
納
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

高
齢
受
給
者
証
が
新
た
に
送
付
さ

れ
ま
す

　

平
成
21
年
４
月
か
ら
平
成
22
年

３
月
ま
で
の
１
年
間
、
窓
口
負
担

割
合
が
１
割
に
据
え
置
か
れ
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
高
齢
受
給
者
証

の
「
一
部
負
担
金
の
割
合
」
の
欄

を
「
２
割
（
平
成
22
年
３
月
31
日

ま
で
は
１
割
）」
と
表
記
し
た
も

の
を
、
３
月
末
に
該
当
者
に
直
接

郵
送
し
ま
す
。

※
３
割
自
己
負
担
の
方
、
後
期
高

齢
者
医
療
の
対
象
と
な
る
方
は
除

き
ま
す
。

70
〜
74
歳
の
方
へ

　

春
は
異
動
の
季
節
で
す
。
国
民

健
康
保
険
で
変
更
の
あ
っ
た
方
は
、

忘
れ
ず
に
世
帯
主
（
も
し
く
は
ご

家
族
の
方
）
が
14
日
以
内
に
届
出

を
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
学
生
で
家
を
離
れ
る
と
き

　

就
学
の
た
め
家
族
と
住
所
を
別

に
す
る
（
転
出
）
と
き
は
、
個
別

の
被
保
険
者
証（
㊫
被
保
険
者
証
）

交
付
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

【
手
続
き
に
必
要
な
も
の
】

・
在
学
証
明
書
（
※
在
学
期
間
中
、

毎
年
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

提
出
時
期
は
文
書
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。）

・
印
鑑
、
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証

　
●
会
社
の
保
険
に
加
入
し
た
と
き

　

国
民
健
康
保
険
を
や
め
る
手
続

き
が
必
要
で
す
。

【
手
続
き
に
必
要
な
も
の
】

・
会
社
等
の
被
保
険
者
証
（
※
加

入
さ
れ
た
全
員
の
被
保
険
者
証

が
必
要
で
す
。）

・
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
、

印
鑑
、
年
金
手
帳

●
会
社
を
や
め
た
と
き

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
手

続
き
が
必
要
で
す
。

【
手
続
き
に
必
要
な
も
の
】

・
資
格
喪
失
証
明
書
も
し
く
は
や

め
た
日
付
が
確
認
で
き
る
も
の
、

印
鑑
、
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証
、
年
金
手
帳

※
65
歳
未
満
の
方
で
厚
生
年
金
や

各
種
共
済
組
合
な
ど
の
年
金
を
受

給
し
て
い
て
、
そ
の
加
入
期
間
が

20
年
以
上
も
し
く
は
40
歳
以
降
10

年
以
上
の
場
合
は
「
退
職
者
医
療

制
度
」
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
該
当

さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、
年
金

証
書
も
併
せ
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

㊫
被
保
険
者
証
を
お
持
ち
の
方
へ

　

現
在
㊫
被
保
険
者
証
を
お
持
ち

の
方
で
、
卒
業
・
社
会
保
険
加
入

な
ど
で
学
生
で
な
く
な
る
場
合
、

手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
忘

れ
ず
に
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

異
動
の
際
は
手
続
き
を
忘
れ
ず
に

　４月から「公立置賜川西診療所」の所長に小
お

山
やま

隆
たか

信
のぶ

先生
が着任され、町民の皆さんの健康維持増進のためご活躍い
ただくことになりました。町民の皆さんの温かいご支援を
よろしくお願いいたします。

　これまで所長としてご活躍いただきました佐藤信一郎先
生は、３月末で退任されます。５年間にわたり町民の健康
維持に努めていただき心から感謝を申し上げます。

小
お

　山
やま

　隆
たか

　信
のぶ

　先生
1951年６月21日生まれ

現在、二本松会上山病院院長

お 知 ら せ
　先生方の異動に伴い、４月から診療体制が変わりま
す。詳しくは診療所または公立置賜総合病院ホームペ
ージでご確認ください。

軽
自
動
車
税

納
税
通
知
書
を

発
送
し
ま
す

国民健康保険の

お知らせ

コクホ

川西診療所長に小山先生が着任されます

まちから　お知らせの
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問合せ先：町協働のまちづくり課
生涯学習グループ☎42－6668

問合せ先／子育て支援センター ☎42－2813

＊１年間のスケジュール（カレンダー）は町報
４月号と共に配布します。

期　日　４月17日㈮　受　付　午前9時30分～
場　所　生きがい交流館
内　容　手遊び、童謡、エプロンシアター等
　一緒に遊んで、歌って、おしゃべりして、リフレッシュ
してみませんか。ご家庭で子育て中の皆様のお越しをお
待ちしています。

平成21年度の子育て広場がはじまります！

　４月９日から22日まで、県下一斉に春の火災
予防運動が実施されます。
　この時季は空気が乾燥し火災が発生しやすく、
いったん火災になると延焼拡大の危険性があり
ます。火気の取り扱いには十分注意しましょう。
　また住宅火災での逃げ遅れを防ぐため、早め
に住宅用火災警報器を設置しましょう。

「火のしまつ
君がしなくて　誰がする」

４月９日～22日

春の火災予防運動

問合せ先　川西町消防本部・署☎42-3700

期　　日：5月3日㈰　憲法記念日　
受付時間：午前９時30分の予定
参加対象者：昭和63年４月２日から平成元年４月１日

までに生まれた町内在住者及び町立中学校
卒業者

そ の 他：参加対象者（上記町内在住者及び町立中学
校卒業者）には、個人あて４月初旬をめど
に通知します。

※詳細については４月15日号町報に掲載予定です。

問合せ先：町総務課行政管理グループ☎42－6610

　各市町村が30秒で地元の魅力やイメージをアピ
ールする「山形ふるさとＣＭ大賞」（山形テレビ主催）
が今回10回目を迎えます。前回は置農演劇部に制
作を全面依頼。見事特別賞の一席「演技賞」を受賞
し、年間90回のＣＭが放映されています。
　記念すべき第10回の開催にあたり、さらに良い
ＣＭをつくるため、町民の皆さんの力をお借りした
いと思います。自分だったらこんなＣＭを作るのに
…と番組を見て興味をもたれている方、作品の一括
制作やアイデア提案、一緒に制作等なんでも結構で
す。ぜひご応募ください。
○募集内容　作品を作っていただく団体、個人
　　　　　　アイデア、お手伝いいただける方など
○制作内容　川西町の特徴を表現したＣＭ（30秒）
○応募締切　４月15日㈬、下記まで連絡を

　下小松古墳群一帯には、ヒメサユリやトキソウ、
ハッチョウトンボ、チョウセンアカシジミなどの希
少な動植物が生息しています。
　その生態系を大切にしながら、里山の手入れ（保
護）と共生（活用）を考えていきます。
　皆さんのご参加をお待ちしています。
日　　時：３月17日㈫　午後２時30分～４時
場　　所：中央公民館視聴覚室
講　　師：三森　和裕　氏

特定非営利活動法人　美しいやまがた森林
活動支援センター副理事長

主　　催：里山と下小松古墳群を守る会
問合せ先：町協働のまちづくり課

生涯学習グループ　☎42－6668

里山と下小松古墳群を守る会　会員募集
　下小松古墳群一帯の里山保全・保護活動を基本
としながら、文化財をはじめとする多方面の利活
用を考え、その良さを内外に発信していこうと活
動を行っています。
　散策路の整備作業やヒメサユリの保護増殖、案
内ボランティア研修、そして楽しい交流会等の活
動（年５回ほどの定例会）に参加される会員を募
集しています。
連絡先：里山と下小松古墳群を守る会

代表　貝羽　　忠　☎42－2629

問合せ先：町教育総務課教育総務グループ　☎42－6659

　２月17日に学校とＰＴＡ、事業所等関係者による意見交換会を行いました。「地域の職場の人との触れ
合いの中で自分のよさを見つける体験は貴重であり、積極的に受け入れていきたい」「単に職業といって
も目に見えない部分が多いが、こうした体験の中で職業とは何かを考えるきっかけになっている」という
意見や、「どのようにすれば生徒たちによってよりよい体験となるのか」「どんなことを体験させたいのか
をもっと具体的に教えていただきたい」といった意見が出され、来年度へ向けての活発な話し合いが行わ
れました。貴重な意見を参考に、さらに充実した事業を目指していきます。

　今年度、町内の中学２年生164名が勤労観、社
会性を身につけること、自分のよさを見出すこと
等を目標に職場体験を行いました。町内70箇所を
越す事業所等のご協力を得て、生徒たちは３日間
にわたって、貴重な体験を行うことができました。
来年度も町内中学2年生155名が、3日間の職場
体験学習を行う予定です。２月中旬より、商工会・
農協青年部、各事業等に町教育委員会から受け入

れについてお願いをしているところです。どうぞ
ご理解とご協力をお願いいたします。

職場体験実施予定日
・第一中学校 ６月30日㈫～７月２日㈭

・第二中学校 ５月13日㈬～５月15日㈮

・玉庭中学校 ５月13日㈬～５月15日㈮

　「統合型地域スポーツクラブ」スポーツかわに
しでは、日頃の運動不足解消と家族や地域の多世
代交流を図ることを目的とした、統合型スポーツ
教室の設立に向け準備を進めています。
　今年６月の正式設立の前に、皆さんに統合型ス
ポーツクラブを体験して、ご理解いただく「プレ
体験スポーツ教室」を開催します。ぜひ、お気軽
にご参加ください。
　なお、町報と共に同封したパンフレット「スポ
ーツかわにし」第１号もご覧ください。

主催：「統合型地域スポーツクラブ」スポーツかわにし
共催：川西町体育協会・川西町教育委員会・㈶川西町体育振興公社
問合せ先：クラブ事務局　（町民総合体育館内）☎46－2277

●バドミントン教室
■対象者 小学１年生以上の一般男・女
■開催日 ５月12日㈫・19日㈫・26日㈫
■時　間 19：00～20：30
※ラケットは主催者で準備します。

●ニュースポーツ体験教室
■対象者 小学１年生以上の一般男・女
■開催日 ５月13日㈬･５月27日㈬･６月10日㈬
■種　目 ミニテニス、キンボール、　　　　　

ビーチバレーボール、ユニホッケー
■時　間 19：00～20：30

※講師の都合により、日程が変更される場合があります。

●ソフトエアロビクス教室
■対象者 幼児以上の一般男・女
■開催日 ４月18日㈯･５月16日㈯･

５月30日㈯
■時　間 10：00～11：00

各教室共通
●会　場 町民総合体育館
●定　員 20名程度
●参加料 １人　600円（傷害保険料を含む）
●参加申
　込方法

開催日の10日前までに申し込みくだ
さい。

●持ち物等 運動のできる服装、内ズック、タオル、
スポーツドリンク等

★「ルンルン子育て広場」
のお知らせ★

川西町成人式は
５月３日に開催します

第10回山形ふるさとＣＭ大賞
制作、アイデア　なんでも募集！

里山保全学習会

「里山との共生」

～地域で、地域の方から学ぶ、職場体験～

社会人･職業人･家庭人としての
自立をめざして

新年度の受け入れのご協力をお願いいたします。

体験
スポーツ教室
参加者募集!

まちから　お知らせの
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広 告

☎　42-2672

おめでとうございます

川西町上小松
丸太写真館

ご入園ご入学写真ご予約承り中

　

昨
年
12
月
に
町
商
工
会
が
発
行

し
た
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
は

平
成
21
年
３
月
31
日
が
使
用
期
限

と
な
り
ま
す
。
お
忘
れ
な
く
ご
利

用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

問
川
西
町
商
工
会☎

46

－

２
０
２
０

　

千
代
田
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
く

り
え
い
と
工
房
で
は
、
循
環
型
社

会
形
成
に
資
す
る
た
め
、
粗
大
ご

み
と
し
て
搬
入
さ
れ
た
自
転
車
や

家
具
を
修
理
再
生
し
、
期
間
を
定

め
て
展
示
及
び
提
供
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。
置
賜
在
住
の
方
で
あ
れ

ば
ど
な
た
で
も
ご
応
募
で
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
く
り
え
い
と
工
房
ま

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
提
供
品
：
自
転
車
15
台　

家
具

類
５
点
（
１
回
開
催
あ
た
り
の

予
定
数
）

▼
応
募
方
法
：
備
え
付
け
の
申
込

用
紙
に
よ
る

▼
時
間
：
日
曜
祝
祭
日
を
除
く　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

▼
料
金
：
無
料

※
１
回
の
展
示
で
置
賜
在
住
の
方

で
１
世
帯
に
つ
き
自
転
車
・
家
具

そ
れ
ぞ
れ
ひ
と
つ
ま
で
申
し
込
み

が
で
き
ま
す
。
１
世
帯
で
複
数
申

し
込
み
が
あ
っ
た
場
合
は
無
効
と

な
り
ま
す
。
１
点
に
つ
き
複
数
申

込
み
が
あ
っ
た
場
合
、
抽
選
に
な

り
ま
す
。

問
千
代
田
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

☎
57

－

４
０
０
４

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
山
形
支
店
で
は
、

４
月
中
に
順
次
、
新
し
い
電
話
帳

を
各
家
庭
･
事
業
所
に
お
届
け
し

ま
す
。
現
在
お
使
い
の
電
話
帳
は
、

新
し
い
電
話
帳
と
取
り
替
え
ま
す

の
で
、
配
達
員
に
お
渡
し
く
だ
さ

い
。
な
お
、
配
達
員
に
古
い
電
話

帳
を
渡
せ
な
か
っ
た
場
合
、
後
日

改
め
て
回
収
に
伺
い
ま
す
の
で
左

記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ

☎
０
１
２
０

－

５
０
６

－

３
０
９

　

自
動
車
の
継
続
検
査
や
、
名
義

変
更
、
抹
消
等
の
登
録
手
続
き
は

お
早
め
に
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

登
録
手
続
き
に
必
要
な
書
類
等
の

案
内
は
、
山
形
運
輸
支
局
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.tht.

m
lit.go.jp/yg/yg-index.htm

）

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
山
形
運
輸
支
局
☎
０
５
０

－

５

５
４
０

－

２
０
１
３

▼
開
催
期
間
：
平
成
22
年
１
月
11

日
㈪
ま
で
連
日

▼
開
場
時
間
：
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
（
入
場
午
後
４
時
30
分
ま

で
）

▼
場
所
：
伝
国
の
杜
・
米
沢
市
上

杉
博
物
館

▼
見
ど
こ
ろ
：
天
地
人
シ
ア
タ
ー

「
北
の
武
者
た
ち
〜
甲
冑
物
語

〜
」、
天
地
人
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、

大
河
ド
ラ
マ
情
報
、
米
沢
の
歴

史
展
示

▼
入
場
料
：
一
般
７
０
０
円　

学

生
５
０
０
円　

小
中
学
生
３
０

０
円

問
天
地
人
博
２
０
０
９
実
行
委
員

会
事
務
局
米
沢
市
役
所
総
合
政
策

課
☎
22

－

５
１
１
１

レンタカー割引料金
平日6時間 15,000円～
土日・祝日でも1日 21,000円～

SEIBU セイブレンタリース 高畠町庁舎通り  ☎52-0666

スポ小・シニア
ボランティア割引料金

時期 展示期間 公開抽選日 引取期限

4･5月期 4月3日㈮
～5月9日㈯

5月12日㈰
午前10時 5月23日㈯

6･7月期 6月3日㈬
～7月4日㈯

7月7日㈫
午前10時 7月18日㈯

8･9月期 8月4日㈫
～9月5日㈯

9月8日㈫
午前10時 9月19日㈯

10･11･12月期 10月14日㈬
～12月5日㈯

12月8日㈫
午前10時 12月19日㈯

　

い
よ
い
よ
佳
境
に
入
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
大
河
ド
ラ
マ
は
、
上
杉
の
智
将

「
直
江
兼
続
」
を
主
人
公
と
し
て

描
か
れ
て
い
ま
す
。
置
賜
地
方
に

は
当
時
の
文
化
遺
産
が
随
所
に
見

ら
れ
、
現
代
の
私
た
ち
が
学
ぶ
こ

と
が
多
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

好
評
開
催
中
の
天
地
人
博
で
ご

活
躍
の
角
屋
さ
ん
を
お
招
き
し
て

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
：
４
月
19
日
㈰
午
後
１
時

30
分
〜
（
開
場
午
後
１
時
）

▼
場
所
：
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

▼
内
容
：
講
話
「
天
地
人
を
語
る
」

▼
講
師
：
上
杉
博
物
館
主
任
学
芸

員　

角
屋
由
美
子
氏

▼
参
加
費
：
無
料

▼
主
催
：
川
西
町
文
化
財
保
護
協

会
問
川
西
町
文
化
財
保
護
協
会
事
務

局
佐
々
木
勝
幸
☎
42

－

６
８
３
１

　　
「
大
河
ド
ラ
マ
の
世
界
」と「
直

江
兼
続
の
実
像
」
二
つ
の
世
界
を

体
感
す
る
パ
ラ
レ
ル
ワ
ー
ル
ド
に

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

体
験
レ
ッ
ス
ン
を
行
い
ま
す
。

興
味
を
お
持
ち
の
方
は
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
：
３
月
28
日
㈯
午
後
６
時

〜
７
時

▼
場
所
：
生
き
が
い
交
流
館

▼
参
加
費
：
５
０
０
円（
テ
ー
プ
代
）

▼
持
ち
物
：
タ
オ
ル
、
飲
み
物

申
問
土
屋
美
恵
子☎

42

－

３
２
６
５

　

ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
「
ふ
ら
み
ん

ご
」
で
は
社
交
ダ
ン
ス
初
心
者
教

室
を
開
催
し
ま
す
。
基
本
の
ス
テ

ッ
プ
を
中
心
に
指
導
し
ま
す
の
で
、

初
め
て
の
方
で
も
大
丈
夫
で
す
。

男
性
の
方
も
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

▼
日
時
：
４
月
８
日
㈬
午
後
７
時

30
分
〜
９
時
30
分　

毎
週
水
曜

日　

約
６
か
月
間

▼
場
所
：
長
井
小
学
校
体
育
館

▼
講
師
：
カ
マ
タ
ダ
ン
ス
教
室　

小
幡
一
貴
先
生

▼
会
費
：
入
会
金
３
０
０
０
円
、

月
３
０
０
０
円

▼
申
込
締
切
：
４
月
８
日
㈬

申
問
渡
部
一
二

☎
０
２
３
８

－

83

－

３
２
０
７

▼
入
居
場
所
：
県
営
舘
之
北
ア
パ

ー
ト　

２
戸

▼
住
居
内
容
：
①
８
畳
、
６
畳
、

４
・
５
畳
（
１
階
）
②
８
畳
、

６
畳
、
６
畳
（
３
階
）

▼
家
賃
：
①
月
額
１
万
９
１
０
０

円
〜
２
万
８
５
０
０
円　

②
２

万
１
０
０
円
〜
２
万
９
９
０
０

円
▼
受
付
期
間
：
４
月
６
日
㈯
〜
10

日
㈮
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

▼
入
居
時
期
：
平
成
21
年
６
月
上

旬
申
問
山
形
県
す
ま
い
情
報
セ
ン
タ

ー
置
賜
事
務
所
（
置
賜
総
合
支
庁

建
設
部
建
築
課
内
）

☎
24

－
２
３
３
２

　

新
規
就
農
、
新
た
な
作
物
導
入
、

加
工
直
売
に
つ
い
て
実
践
的
に
学

ぶ
研
修
で
す
。

▼
コ
ー
ス
：
新
規
就
農
支
援
研
修
、

農
業
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
研
修

▼
研
修
期
間
：
約
１
年
間
（
平
成

21
年
４
月
〜
）

▼
募
集
人
員
：
新
規
就
農
希
望
者

40
名
、
新
た
な
事
業
展
開
を
目

指
す
農
業
者
20
名

▼
研
修
先
：
農
業
大
学
校
他
、
農

業
関
係
試
験
研
究
機
関
、
先
進

農
業
経
営
者
等

▼
受
講
料
：
無
料

問
山
形
県
立
農
業
大
学
校
研
修
部

☎
０
２
３
３

－

22

－

８
７
９
４

▼
募
集
種
目
・
応
募
資
格
：

①
一
般
幹
部
候
補
生
：
20
歳
〜

26
歳
未
満
の
方

②
一
般
曹
候
補
生
：
18
歳
〜
27

歳
未
満
の
方

③
予
備
自
衛
官
補
：
一
般
公　

募
・
18
歳
〜
34
歳
未
満
の
方　

技
能
公
募
・
18
歳
以
上
で
保
有

す
る
技
能
に
応
じ
て
53
歳
〜
55

歳
未
満
の
方

▼
受
付
期
間
：
①
②
４
月
１
日
㈬

〜
５
月
12
日
㈫
③
１
月
５
日
㈪

〜
４
月
13
日
㈪

▼
試
験
日
：
①
５
月
16
日
㈯
②
５

月
23
日
㈯
③
４
月
18
日
㈯

問
自
衛
隊
米
沢
地
域
事
務
所

☎
23

－

０
０
１
１

　

准
看
護
師
さ
ん
、
教
員
の
皆
さ

ん
、
自
宅
に
い
な
が
ら
放
送
大
学

で
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▼
種
類
：
①
看
護
師
資
格
取
得
に

資
す
る
科
目
生　

②
学
校
図
書

館
司
書
教
諭
講
習
科
目
生　

③

教
員
免
許
更
新
講
習
生（
夏
季
）

▼
募
集
期
間
：
①
②
５
月
１
日
㈮

〜
31
日
㈰　

③
４
月
23
日
㈭
〜

５
月
20
日
㈬

問
放
送
大
学
山
形
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
３

－

６
４
６

－

８
８
３
６

▼
実
施
日
：
４
月
11
日
㈯

▼
受
付
時
間
：
午
前
10
時
〜
午
後

SEIBU セイブレンタリース 高畠町庁舎通り  ☎52-0666

広 告

４
時

▼
相
談
形
態
：
電
話
に
よ
る
無
料

相
談

▼
相
談
内
容
：
①
職
場
や
賃
金
に

関
す
る
悩
み　

②
派
遣
や
住
居

に
関
す
る
悩
み　

③
借
金
や
消

費
者
金
融
に
関
す
る
悩
み

▼
相
談
電
話
番
号
：
０
２
３

－

６

１
５

－

６
０
８
６

問
山
形
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会

置
賜
地
区
佐
々
木
隆
一

☎
37

－

１
８
３
３

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券

の
使
用
は
３
月
31
日
ま
で

く
り
え
い
と
工
房
再
生
品

を
提
供
し
ま
す

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
発
行
の
電
話

帳
を
配
達
･
回
収
し
ま
す

自
動
車
の
検
査
・
登
録

手
続
き
は
お
早
め
に

天
地
人
博
２
０
０
９

大
好
評
開
催
中

社
交
ダ
ン
ス
初
心
者
教

室
の
生
徒
募
集

山
形
県
立
農
業
大
学
校

研
修
生
募
集

お
知
ら
せ

催　

し

募　

集

相　

談

「
天
地
人
を
語
る
」
講
演
会

フ
ラ
ダ
ン
ス
愛
好
会
会
員
募
集

労
働
･
借
金
の
お
悩
み
１
１
０
番

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

防
衛
省
・
自
衛
官
募
集

放
送
大
学
学
生
募
集
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問合せ先：町住民生活課環境衛生グループ　☎42-6618

　「平成２１年度　ごみ収集カレンダー」を全戸に配布させていただきました。
　このカレンダーは、半年ごとの両面タイプですのでオモテとウラをご確認
ください。また、下の欄には、特に注意が必要な事柄を記載しています。特
に収集車が収集した後にごみを出されると、収集できない場合もありますの
でご注意ください。また、使用済み天ぷら油の回収については、各地区で異
なります。カレンダーに回収場所等を明記していますのでご確認ください。
さらに、ゴールデンウィークや祝日等により、地区によっては収集の間隔が
あく月がありますのでご注意ください。
　なお、詳細な分別方法等については、「ごみ分別の手引き」をご覧ください。

　現在、各地区公民館で行っている資源ごみ（ビン、缶、古紙）の回収は、4月から各自治会の資源ごみ
収集所になりますのでご注意ください。

　皆さんのご協力のおかげで、年々分別が進み、可燃や不燃ごみの量が減り資源ごみの割合が増えて
います。
　可燃や不燃ごみに出すことは、ごみ袋代がかかるばかりでなく、処理量に比例し負担金も多くかか
ります。また、缶やビンなどをリサイクルすることで、それらの原料ばかりでなく、製造するエネルギー
を格段に下げることができます。つまり、ごみを分別して資源ごみとして出すことは、家計にも地球
にも優しい地球温暖化防止への大きな行動のひとつとなります。
　今後もごみの分別にご協力よろしくお願いします。

①缶・・・中を水で軽くすすいで出す。（アルミとスチールは分けなくてもいい）
②ビン・・中を水で軽くすすいで出す。備え付けのコンテナに色別に入れる。
　　　　　・無色透明系　・黒系　　・茶系　　・青、緑系

③古紙・・ビニールひもでしっかり縛って出す。（しっかり縛らないと運ぶ人が困ります）
　　　　　・新聞紙（チラシ含む）　・雑誌　・ダンボール　・雑がみ　・紙パック

ご注意ください【雑がみの出し方】
「雑がみ」として、使い捨てのティッシュペーパーや紙コップなどを出される方が見受けられます。
雑がみは、町や学校から配布されるプリント類やカレンダー、封筒、メモ用紙、菓子箱などが対象
となりますので、もう一度ご確認ください。（ごみ収集カレンダーにも例示しております）

４月～１１月の「資源ごみ（缶・ビン・古紙）」の回収は、各自治会の収集所で行います

資源ごみの出し方  （4月～11月の期間）

「平成２１年度　ごみ収集カレンダー」をご活用ください

確認ください　ごみの出し方

可燃
ごみへ

表　面

裏　面

「雑がみ」に該当しないもの
紙おむつ、紙コップ、ティッシュペーパー、金色や銀色の紙、写真類、シール、
ビニールコート紙（引っ張ってビニールが伸びる紙）、感熱紙、シュレッダー
にかけた紙、汚れのひどい紙、食品や臭いのついた紙、カーボン紙　など　

資源ごみとして出すこと ⇒ 地球温暖化防止の大きな行動

確認！！

続
け
、
社
員
を
守
っ
て
い
き
た
い
」
と
話
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

町
は
昨
年
12
月
、
緊
急
経
済
・
雇
用
対
策
本

部
を
立
ち
上
げ
、
事
業
者
の
情
報
収
集
や
国
・

県
の
対
策
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
町
独
自
の

対
策
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

　

国
は
、
工
場
の
一
時
休
止
や
休
業
に
つ
い
て

緊
急
雇
用
安
定
助
成
金
を
拡
充
し
、
信
用
保
険

法
に
基
づ
く
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
障
制
度
の

業
種
拡
大
が
図
ら
れ
利
用
し
や
す
く
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
制
度
が
拡
充
し
て
も
手
続
き
や
審

査
に
時
間
を
要
し
、
即
断
即
決
と
は
な
っ
て
お

ら
ず
、
さ
ら
に
制
度
の
充
実
を
求
め
る
と
と
も

に
、
町
と
し
て
の
事
業
所
支
援
を
強
化
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

現
在
１
０
０
名
を
超
え
る
求
職
者
が
い
る
雇

用
対
策
で
は
、
県
か
ら
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特

別
交
付
金
、
緊
急
雇
用
創
出
事
業
約
５
６
０
０

万
円
が
配
分
さ
れ
ま
す
の
で
、
早
急
に
雇
用
募

集
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
同
事
業
は
県
も
実
施

し
ま
す
。
公
共
事
業
の
枠
も
拡
大
し
ま
し
た
。

発
注
を
早
め
る
よ
う
指
示
し
て
い
ま
す
。
ま
た

好
評
だ
っ
た
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業
も
検
討

し
ま
す
。
定
額
給
付
金
、
子
育
て
応
援
特
別
手

当
の
支
給
も
で
き
る
だ
け
早
く
実
施
し
ま
す
。

今
は
あ
ら
ゆ
る
手
立
て
を
尽
く
し
て
、
経
済
再

生
と
生
活
防
衛
を
考
え
る
時
で
す
。

　

景
気
の
山
も
底
も
、
１
・
２
年
後
の
動
向
で

分
か
る
も
の
で
す
。「
底
が
見
え
な
い
」
と
言

い
つ
つ
も
、
こ
こ
が
底
だ
と
い
う
時
は
分
か
ら

な
い
も
の
で
す
。
季
節
の
移
り
変
わ
り
と
似
て
、

人
の
気
持
ち
で
景
色
は
変
わ
っ
て
い
く
よ
う
に

思
い
ま
す
。
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

「
町
長
は
除
雪
費
少
な
く
て
助
か
っ
た
べ
」
と

い
ろ
い
ろ
な
方
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
ま
す
。

「
い
や
そ
が
な
ご
ど
ね
え
。
雪
も
降
っ
て
ま
ん

ね
ど
金
が
回
ん
な
く
て
大
変
な
ん
だ
」
と
答
え

て
い
ま
す
。

　

１
０
０
年
に
一
度
と
言
わ
れ
る
大
不
況
。
雪

国
で
雪
が
降
ら
な
い
影
響
は
、
単
純
に
除
雪
関

係
の
仕
事
の
み
な
ら
ず
、
衣
料
品
、
飲
食
業
、

自
動
車
、
石
油
関
係
と
広
範
囲
に
及
び
ま
す
。

ま
さ
に
「
風
が
吹
け
ば
桶
屋
が
儲
か
る
」
式
で
、

不
況
の
中
で
の
暖
冬
は
、
プ
ラ
ス
も
あ
れ
ば
多

大
な
マ
イ
ナ
ス
も
存
在
し
て
い
る
の
で
す
。

　

昨
秋
か
ら
始
ま
っ
た
世
界
同
時
不
況
、
ま
す

ま
す
情
勢
が
悪
化
し
て
い
ま
す
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
米
沢
で
の
有
効
求
人
倍
率
も
０
・
34
倍
と
過

去
最
低
ラ
イ
ン
に
到
達
し
ま
し
た
。
町
内
事
業

者
も
こ
の
数
か
月
間
で
年
間
の
利
益
を
吐
き
出

し
、
資
金
を
や
り
繰
り
し
な
が
ら
事
業
を
守
っ

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
経
営
者
の
皆
さ

ん
は
、「
大
変
苦
し
い
け
ど
、
何
と
か
仕
事
を

今
こ
そ
底
力
を
発
揮
し
よ
う

●仕事について
　大塚地区の方に育てられております。日々成長、
毎日が勉強です！
　来年度は交流センターになりますので、サービス・
マネジメントの向上に努めたいと思います。
●ひそかなおなやみ
　酒が呑めません。たしなむ程度、呑めるようにな
りたいものです。
●川西町をどう思う？
　『川西の立地条件、ＪＡさんの笑顔、行政と町民
の結束力』で豊かなまちづくりが展開されると思い
ます。
●好きな女性のタイプは？
　秋田美人

●楽しみは？
　ゲートボールを始めて18年になります。ゲートボ
ールは団体競技なので皆さんと一緒に楽しめるのが
いいですね。試合もその後のお茶飲みもとても楽し
みにしています。
　また長年、川西ダリヤ会でダリヤ作りを行ってい
ます。9月の「東北ダリヤ名花展」に向け、良い花
を咲かせるよう毎年一生懸命取り組んでいます。ダ
リヤは天候の影響を受けやすいため育てるのが難し
いですが、その分良い花をつけたときはとてもうれ
しいですね。
　他にも編み物や太極拳など様々なことに取り組ん
でいます。これからも近所の皆さんと一緒にいろい
ろなことに挑戦していきたいと思います。
●健康の秘訣は？
　運動することが一番大事。近所の皆さんと輪にな
って取り組んでいます。

町
長　

原　

田　

俊　

二  

町
長
室
か
ら

青春青春。。
が今今

青春青春。。
も今今

小
こ

関
せき

　太
た

郎
ろう

 さん
　（西大塚）

嵐
あらしだ

田　照
てる

子
こ

 さん
　（堀　金）

●昭和60年11月生まれ
●勤務先／大塚地区公民館

●昭和10年１月生まれ
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　町上下水道組合では、水道の故障、漏水などの際、当番制で
修理をお受けします。上記番号で直接当番につながります。

内　容 日　時 場　所 問合せ先

健康相談
４月13日㈪･27日㈪
午後１時～４時

町健康福祉課
町健康福祉課
℡42－6640

行政相談
４月15日㈬
午後１時30分～４時

健康福祉センター
（川西診療所内）

町住民生活課
℡42－6615

特設人権相談
４月１日㈬
午後１時30分～４時

健康福祉センター
（川西診療所内）

町住民生活課
℡42－6615

心配ごと相談
４月１日㈬･８日㈬
15日㈬･22日㈬
午後１時30分～４時

健康福祉センター
（川西診療所内）

川西町社会福祉
協議会
℡46－3040

期　　間 当番店（社） 電話番号

３月16日～22日
㈱殖産工務所 ℡4 2 ‒ 3 5 0 0

鹿間工務店 ℡4 2 ‒ 3 0 3 6

３月23日～29日
㈲米野建設 ℡4 2 ‒ 2 3 9 2

斎藤設備 ℡4 2 ‒ 2 4 8 0

３月30日～４月５日
㈱佐々木建設 ℡4 2 ‒ 4 1 7 1

サイトウ電気設備工業㈱ ℡4 2 ‒ 4 1 1 1

４月６日～12日
㈱長沢建設 ℡4 2 ‒ 2 2 3 0

㈱藤倉設備 ℡4 2 ‒ 3 3 6 6

４月13日～19日
㈱藤島建設 ℡4 2 ‒ 3 1 6 6

㈱黒澤技建 ℡4 2 ‒ 6 3 5 1

「戸籍の窓」に掲載を希望しない方は、届出の
際に窓口（町住民生活課）でお伝えください。

◇
３
月
７
日
つ
い
に
Ｊ
リ
ー
グ
が
開
幕
。

Ｊ
１
初
挑
戦
の
モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
は
見

事
圧
勝
で
勝
利
を
収
め
ま
し
た
。
14
日
に

は
ホ
ー
ム
初
戦
を
迎
え
ま
す
。
県
内
で
は

ブ
ル
ー
リ
ボ
ン
マ
グ
ネ
ッ
ト
を
つ
け
た
車

も
見
か
け
る
よ
う
に
な
り
、
だ
い
ぶ
盛
り

上
が
っ
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。
期
待
の

県
産
米
新
品
種
山
形
97
号
の
名
称
が
「
つ

や
姫
」
と
決
定
し
、
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
の
全

面
に
大
き
く
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。
勝
利
と

と
も
に
山
形
の
米
「
つ
や
姫
」
を
十
分
に

Ｐ
Ｒ
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
㊀

お誕生 ６人
出生者 性別 保護者 地区

鈴木　結
ゆ

月
づ

女 貴之・奈美 尾長島

倉　徳
のり

花
か

女 政徳・有紀 下奥田

淀野　　輝
ひかる

男 寛・泉 吉 田

髙橋　昂
こう

聖
せい

男 清吾・七恵 下奥田

遠藤　利
り

駆
く

男 直樹・容子 上小松

塩野　煌
おう

月
が

男 喜寛・エミ 尾長島

ご結婚 ５組
新郎 新婦 地区

鈴木　　努 ♥ 加藤奈保子 上小松

木村　雅人 ♥ 鈴木　　香 上小松

有坂　智宏 ♥ 風間　由紀 下小松

舩山　治樹 ♥ 齋藤真理子 吉 田

竹田　直人 ♥ 山田　美幸 上小松

おくやみ 15人
死亡者 年齢 世帯主 地区

島貫　弘志 98 弘志 吉 田

舟山　豊生 68 豊生 玉 庭

小関　髙次 89 髙次 上小松

大木　　久 90 実 堀 金

江本ふみよ 95 ふみよ 時 田

大木よし子 73 清吉 時 田

渡部みやこ 90 藤藏 上小松

石田　信一 73 信一 下小松

槇　　サダ 77 博 高 山

島貫フサ子 76 貞夫 上小松

安達サキヱ 72 昭八 尾長島

竹田　芳藏 88 芳藏 上小松

齋藤　武雄 80 武雄 堀 金

井上たつの 92 ハナ子 朴 沢

原田ふぢゑ 77 ふぢゑ 時 田
申込・問合せ先

町健康福祉課健康グループ　☎42－6640

４月１日からの
乳幼児医療証を交付します

※現在医療証をお持ちでない方は、町健康福祉課
までお問い合わせください。
●交　付　日 ３月25日㈬から
●手続き場所 町健康福祉課
●持参するもの 印鑑、乳幼児の健康保険証
　なお、平成20年１月１日現在、本町に住所がな
かった方は、平成20年度の所得証明書が必要とな
ることがありますのでお問い合わせください。
※新医療証と旧医療証は交換になります。３月中
に医療機関にかかる場合は、受診以降に手続きに
お越しください。

①平成20年３月２日～４月１日生まれの方
②平成19年３月２日～４月１日生まれの方
③平成18年３月２日～４月１日生まれの方
④平成17年３月２日～４月１日生まれの方
⑤平成16年３月２日～４月１日生まれの方
乳幼児医療証の有効期限が

平成21年３月31日の方です。

３月の更新対象者

母子健康手帳交付（妊娠届出日）
４/13㈪
27㈪

受付時間 午前９：00～午後１：00
場　　所 生きがい交流館
持 ち 物 妊娠届出書

すくすく赤ちゃん健康診査

４/15㈬

対 象 者 平成20年11月16日～平成21年１月15日生まれの乳児
受付時間 午後１：00～１：15　
場　　所 生きがい交流館
内　　容 身体計測、診察等
持 ち 物 母子健康手帳、タオル、おむつ
※日中保育されている方も付き添ってください。

３歳児健康診査

４/22㈬

対 象 者 平成17年９月１日～10月20日生まれの幼児
受付時間 午後１：00～１：15　
場　　所 生きがい交流館
内　　容 身体計測、内科、歯科診察等
持 ち 物 母子健康手帳、問診票、尿、歯ブラシ
※フッ素を希望者に塗布します（負担金600円）。

ぴかぴか歯っぴい教室

４/23㈭

①対象者 平成19年４月生まれの幼児
　受付時間 午前９：20～９：30
②対象者 平成18年４月、10月、

平成20年２月生まれの幼児ほか
　受付時間 午前９：30～10：30　
場　　所 生きがい交流館
持 ち 物 母子健康手帳、タオル、歯ブラシ
※フッ素を希望者に塗布します（負担金600円）。
※２歳のお子さんは、うがいや歯みがきの指導が
ありますので、１時間程度かかります。

　町では妊婦健康診
査を通して、妊婦の
健康管理の充実及び
妊娠・出産にかかる
経済的負担の軽減を
図るために、２月１
日にさかのぼり、妊
婦健康診査に対する
公費負担の回数を現行の5回から14回に拡充する
予定です。２・３月中の妊婦健康診査において、
交付済みの受診票を使用しない回の費用や里帰り
出産のための県外の医療機関または助産所を受診
した費用については、後日、町の窓口申請により
かかった費用の一部を補助します。
　申請には、対象となる２・３月分の妊婦健康診
査の領収書（医療保険適用外であること）が必要
ですので、なくさず保管しておいてください。対
象となる方には２月中に通知をしています。
　なお、母子健康手帳をお持ちの方に交付してい
る従来の５回分の受診票は３月31日で使用でき
なくなります。４月以降は出産予定日に合わせ、
必要な回数の新しい妊婦健康診査受診票を３月中
に郵送する予定です。

３月･４月 水道修理当番

４月 無 料 相 談

戸籍のまど
…２月分届出…

修理当番直通電話 ０８０－６００８－８３３０
 ０８０－６００８－５３３１

編
集
後
記

月健康カレンダー健康カレンダー
　下記事業には個人通知を差し上げていません。日時、
場所、対象などを確認のうえ忘れずにお越しください。
■すくすく赤ちゃん健診　■９・10か月児健康教室
■ぴかぴか歯っぴい教室　■各種予防接種
※問合せ先：健康福祉課  ☎42-6640

お
願
い４

妊婦健康診査の
公費負担を14回に
拡充（予定）のお知らせ
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ツアーの申込・問合せ先：川西町観光協会　☎42－2112

問合せ先：玉庭ひなめぐり実行委員会
（玉庭地区公民館　☎48-2130）

玉庭ひなめぐりオプショナルツアー

やまがた花回廊キャンペーンに関する問合せ先：町産業振興課商工観光グループ　☎42-6645

受付場所　玉庭地区公民館
受付時間　午前９時～午後２時　※観賞時間は午後3時30分まで
　協力費　大人1,500円　小・中学生500円　※抹茶とお菓子付き

３月２８日㊏２９日㊐

3月28日（土）午前11時～午後4時　ＪＲ羽前小松駅発着
参加費5,000円（交通費、昼食代、協力費込み）

3月29日（日）午前11時～午後4時　ＪＲ羽前小松駅発着
参加費6,000円（着物着付け料、昼食代、ひな膳、協力費込み）

　江戸時代より米沢藩の武士が住む玉庭。江戸や京都に出
向いたときにお土産として買い求めたひな人形（古今雛や
享保雛）が今も大切に受け継がれています。
　玉庭地区の7軒の会場をめぐり、ひな人形はもちろん、
屋敷の風情や伝統料理でのおもてなしをゆったりとお楽し
みいただけます。

上杉の里「玉庭」ひな街道を行く

玉庭ひなめぐり

玉庭ひなめぐりバスツアー 着物で玉庭ひなめぐりツアー

　置賜３市５町と上山市がＪＲ東日本とともに行なう ｢やまがた花回廊キャンペーン｣ が、
今年も４月から３か月間開催されます。期間中は県内外のお客様が来町される機会が多くな
りますので、心からの笑顔と ｢よぐござったなっし｣ の言葉でのおもてなしをお願いします。

やまがた花回
廊

キャンペーンが
スタート

こがね花回廊号
運行日:4月4日（土）5日（日）

上り12:53　下り14:49

風っ子桜回廊号
運行日:4月18日（土）19日（日）
　　　25日（土）26日（日）　
　　　下り12:05

羽前小松駅にイベント列車がやって来る!

やまがた花回廊キャンペーン
オープニングセレモニー
4月4日（土）12:30～　羽前小松駅にて開催

イベント列車は指定席券が必要です。羽前小松駅で
事前にお求めください。（運行1か月前より発売開始）

羽前小松駅：☎42-2533
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